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来日外国人街娼の顧客におけるHIV感染に関する研究
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目的　来日外国人街娼（Foreign female prostitutes，以下FFPとする）が受けるHIV感染リスク

を明らかにするために，顧客の精液中のHIV抗体陽性率を調べた。

研究方法　FFPから顧客の属性に関する情報（国籍，年齢）と使用済みコンドームを顧客本人

を特定しない方法で回収した。FFPは52人（タイ国籍37人，コロンビア国籍15人）で，顧

客250例の情報，試料が得られた。精液中のHIV抗体検出は，市販ELISAキット

（GENELAVIA MIXT（パスツール）でスクリーニング検査を行い，ウェスタン・ブロット

法（LAV BLOT-1，LAV BLOT-2，パスツール）およびイムノブロット法（PEPTI-LAV1，

2，パスツール）で確認・鑑別検査を行った。

結果　顧客の国籍は14カ国で，日本人が74.8％，次いでイラン人が7.6％，パキスタン人5.6％，

インド人2.8％，台湾人2.0％，中国人1.2％，その他が1.0％であった。顧客の年齢分布は，

20歳未満が1.2％，20-29歳が41.2％，30-39歳が36.4％，4O-49歳が12.4％，50歳以上が6.4％，

年齢不明が2.4％であった。精漿が得られた219例（日本人165例，外国人50例，不明4例）

を検査したところ，2例が陽性（0.90％，95％CI＝0.4-2.2％）で，いずれも20歳代の日本人

顧客（日本人顧客の1.2％，95％CI＝0.5-2.9％）であった。

　以上の結果は，FFP顧客のHIV感染率が比較的高く，この集団がHIV感染のリスクグ

ループであることを示唆している。顧客を特定せずに回収したコンドーム中の精液を材料と

する本調査法は，このリスク集団のHIV感染状況を把握するには有効な方法であると考え

る。
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